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Leon　Kellneri著、
　 Introduction　on 　Caxton’

s　Syntax
，

　　　　　　　　Style
，
　etc．の 抄訳 （1）

大槻 博

　 こ こ に訳 出 した の は 、 Leon　Kellner（1859−1928）編の Cαxton
’

s　Blα nch αrdin

α nd 　Eg9αntine （EETS 　58）に収め て あるlnroduction　on 　Caxtonls　Syntax
，

Style
，
　etc ．の 抄訳 で ある 。 特 に 出典 に記載の ない 限 り、 例文 はBlαnch αrdin

and 　Eglαntine か らで あ り、

一。／−一の 前 の 数字 は 本書（EETS58 ）の ペ ージ 数、後

ろ の 数字は行 数で あ る 。 Kellnerの 例文 には該当する語句 に イ タ リ ッ ク が施

され て い るが 、そ れ が ない 箇所が ある 。 そ の 際に は 訳者が イタ リ ッ ク に した。

項目の 後ろ の ロ ーマ 数字は本書 の ペ ー
ジ数で あ る。

1　 品詞の 使用 （v）

§1 名詞 と他の 品詞 との 関係 （v）

　論理 的には
、 全 て の 品詞 に はその 固有の 領 域があ り、 その 用法 は厳密 に制

限 され 、 他 の 品詞 とは 異 なる働 きをす る べ きで あ る 。 しか し実際 は言語 は常

にア リス トテ レ ス が 引い た線内に収 まる こ とは ない
。 短い 名 詞 と動詞は 、 殆

ど全 て 名詞 、 動詞 、 形容詞 と して 使 うこ とが で きる とい うこ と、殆 ど全 て の

形容 詞は 名詞 と して使用が可 能で ある 。 す な わ ち、 aplant
，
　plant−life，　plant−

culture
，
　to　plant；tea ，

　tea−district
，
　welll 　tea　you　at 　o　ur 　tent；love，

　love　tri−

fles
，
　to　love；his　English，

　English　ways
，
　to　English；the　true

，
　the　beautiful；

七rue 七ha七1ineな どで ある 。

　古期英語 で は
、 語形 を変 えない で 、 名詞 と形容 詞の 二 つ の 品詞 と して 使 わ
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れ た語 があ る 。 earfbth は diffricultyとdif丘cult の 意味で 、
　leohtは 名詞 と して

の ligh七と形 容詞 と して の blight、
　weorth （＝ worth ）は 名詞 と形 容詞 と して 、

yrre（； wrath ）は名詞 と形容詞 と して 使わ れ た 。 全 て の 形容詞 は単数 と複数の

名 詞 と して 、 また原級 、 比較級 、 最上 級が 名詞 として 使われ た 。 不定詞 と動

詞状名詞（−ung ，

−ing）は 名詞 と して 使われ た 。 理論的に は今 日の 全て の 文章語

は 、 文法 と文体の 面で 論 理 とい う法則を守るべ きで あり、 全 て の 品詞は 出来

る だ けそ の 固有の 領域 に制 限 され るべ きで ある 。 しか し 、 実際 は上 で 述 べ た

よ うに 、 話 し手や 書 き手は言語 を自由に使用 した が り、 実際 自由 に言語 を使

用 して い る 。 カ ク ス トン と彼 と同時代 の 人々 は 、 細部 に 渡 っ て 論理 に縛 られ

る こ とを望 まなか っ た 。 私 は こ の 書 で 、名詞 と他 の 品詞 との 関係 を記述す る 。

1　 名詞の 形容詞的用 法（v）

　 こ の 用法 は近代 英語で もqueen −mother
，
　queen −dowager ，　lord−lieutenant

の よ うな例 はあ る 。
こ れ らの 例 で は 、 queen ，

　lordは複合語の
一
部 と して よ り

も、 同格 と して 見 なすべ きで ある 。 また 、 fellow−creature
，
　deputy−marshal

，

champion −sculler の よ うな例 で は 、　fellow，　deputy ，
　champion は形容詞 と し

て 使われ て い る 。 しか し、
こ の 用法は近代英語で は韻文や歴 史に題材 を求め

た ロ マ ン ス の 古風体 は別 にする と 、 日常 の 会話 で は使わ れ る こ とは あま りな

い 。 カ ク ス トン は 同格の 用 法 を 自由に 使 っ て い る 。 the　paynem 　kynge

Alymodes
，
38／2

，
90／25

，
133／11；aman 　straunger

，
43／9（原文 は homme

estrange ）；a   yght　strauger
，
5工119

，
125133；kinge　sarasyne ，

　129／8（sarasyn

は形 容 詞で もあ る 。 131115），
kyng　prysoner ，

148！5；felon　conspira 七〇urs
，

178／16；felon　paynems ，
189／1；felon　enmyes ，

205！25．

　 こ の よ うな用例 は 中期英語 に は よ くみ られ る 。 チ ョ
ー

サ
ー

の 例 と して 、 a

coward 　ape
，
　III．198；felon　look，

　V ．9 が あ り、 Gesta　Rom αnorunz か らの 例 と

して 、 the　fble　knyght
，p．20；lorell　knaue ，

　p．80；aleper 　man
，
　p．190；the　trai−
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tour　servant
，
　p．316があ り、 Morte　D α rthur か らの 例 と して、　 queens 　sorcer −

esses
，
187／27がある 。

　同格 と しての 用法は 16世紀 には 稀 とな り、 そ の 後使わ れ な くな っ た 。 しか

しその 後 、 口語で な く、文語で 復活 した 。 BernersはHuon 　of 　Burdeux で 、　 a

felon　traitour
，
1．5！4；thou 　false七rai 七〇ur 　knygh 七 1．41／26の 例が あ る 。 しか し

1601年の 版で は 、 後者はtrayterous　knyght（＝ Traitor　knight）と変更され て い

る
。

こ の よ うな表現は その 後の 多くの 韻文や ロ マ ン ス で み られ る
。 しか しそ

れ は多少 と も古風体 と意識 される 。

2　形容詞 の 名詞的用法（vi）

　今 日の 形容詞 は 、古期英語 期 さ らに は 中期英語期 の 最初 に200 年 間 と比べ

る と、 そ の 力 と独立性をか な りな く して い る 。 以前は形容詞 に も屈折 が あ り、

今 日な ら名詞 を 共 に 使用 され る 所 で 、 形容詞 で 表 した 。 例 え ば 、 se

g6da（＝ the　good　man ）
，
　theet　g6d（＝ the　good，

悪 に対 して）、
　tha　g6dan（＝ the

good　ones
，
　the　righteous ）で ある 。 今で もthe　good　and 　evilo

’dan（＝ the　good

ones
，
　the　righteous ）で ある 。 今 で もthe　good　and 　evi1 　of 　this　life

，
　of 　adversi −

tyな どや、　the　good （pl．）shall 　be　happy
，
　the　evil （pl．）miserable

，
　hereafter．と

い う表現が ある 。 しか し屈折が 消滅 した結果、瞹昧で な い よ うに するため に 、

形容詞の 名詞的用 法は 、 ある 程度失 わ れた 。 近代英語 で は散文で 、 人 に 関 し

て 、 複数で 、 瞹昧で ない 時に使 わ れ る 。 例 えば 、 the　poor　and 　the　rich は常

に複数で あ り、 聖書で は単数で あ り、 文脈 か ら曖昧で は ない
。

カ クス トン の

形容詞の 用法は 、 この 点で おお よそ現代 と同 じで ある 。

　形容詞の 名詞 的用法 は次 の よ うに分類で きる 。

（a ）大抵は 人に 関 して で あ るが 、 形容詞は 具体名詞を表 してい る 。

　specy αtt＝ friend
，
84！34

，
こ れ以 外 の 箇所 で は形容詞 と して 使 わ れ て い る 。

frende　specyall
，
72！10

，
73／30， 75／9．
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　　crOrstem ＝ christians
，
154／1

，
183！31。（crysten 　men

，
140／2）

　ルηη 侮 εr＝ intimate　ftiend
，
　That　night 　noon 　of 　them 　alle

，
　were 　he　neuer

so 　moche 　her　famOrllyer，
　cam 　to　see 　her

， 51／16．

　　the　qayche ＝ the　quick （living）flesh，　loue　smote 　her　ayen 　wyt ．h　a 　darte　to

the　quycke　tyll　herte　ofher ，
67／32．

　　his　elder ＝ his　elders
，
　He 　passed 　them 　that　were 　his　elder 　in　age

，

13／21．（原文 は 、 les　plus　sag 豆es 　de　soy ）．

（b）形容詞が 抽象名詞 と して の 使 われ て い る 。 （vii ）

　　形 容詞 の 原 級 が 抽象名詞 と し て 使 わ れ る こ と は 稀 で あ る 。 Casuall

倉yuolles ，
44／21．こ れ は古 フ ラ ン ス 語の fhvoleancesの 翻訳 で ある 。　yet　ought

ye　to　maynten 　and 　holde　thapposite
，
44／17；in　certayne ，

97／1．

　　この 用法は次の ような形容詞が ある 。

a
，
言語 frenshe

，
1／24；englysshe ，

1／24．

b
，
色彩　in　red

，
64／10

，
164／5．

c
，
of を付加 した形容詞は 副詞 と して 使用 され る　of 　fピesshe

，
164／12

，
165／21；of

newe
，
10（y26

，
147／18，

195／7．後者 は 中期英語で newes で ある。 （Story　of 　Gen．

αnd 　Exodus（ed ．R ．Morris），
1．240．　of 　lyght＝ lightly

，
129／33．

　　形容 詞の 比較級 が使用 されて い る 例が
一

つ ある
。

men 　must 　su 衝 e
，
　for　bet−

ter　to　haue
，
68／25．

　　しか し最上 級で は かな りよ く見 られ る 。 the　thykkest　of 　the　fblke＝ the

thykkest 　press ，
42／6

，
5915

，
106／8

，
167！16；it　is　fbr　your 　best

，
44／23；he　sholde

do　the　best　and 　the　worst
，
48116；at 　the　lαst

，
188／20．

3　前置詞の 名詞的用 法（viii）

　　Her　best　biloued（＝ Blanchardyn）was 　alle 　redy 　com 　to　hisαboue　ouere

Rybyon
，
85／3；his　aboue （次の 2 行に もみ られ る）、

フ ラ ン ス 語 の au −dessusの
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訳で ある ；they　were 　come 　to　their　aboue 　of 　their　enmyes
，
142／32；ye　are

therof 　come 　to　Orour　aboue ，
149127．

4　 副詞の 名詞的用 法（viii｝

　　Blα nch α rd γn に は
一

つ の 例 が あ る 。　he　had　called 　alle 　his　barons　and

lordes
，
　and 　alle 　the　gentylmen 　of 　there　aboute ，98／16．現代英語で はthe

whereabout で あ る 。
　 ye　shall 　now 　here　and 　understande 　from　the　hens−

fburthon　a　terryble　and 　a　pyteous 　songe
，
IAOrmon

，
59／5．

§2 抽象名詞が 具体名詞 として、具体名詞 が抽 象名詞 として使 われて い る 。 （viii）

　　論理 的に言えば 、 名詞 は具体 と抽象 を分 け られ る 。 しか し 、 韻文 だけで な

く、 簡単な散文で も、 現在 と同様に具体 と抽象は 区別な く使わ れ る 。

（a ）抽象名詞が 具体的な意味で 。

　　counseptll （現在 と同様）＝ F．conseil ． （She）spake 　at　that　same 　owre 　wyth

certayne 　ofher 　counseorll
，
76／32．

　　chivalrie ニ knights．　I　do　yelde　and 　delyuere　into　your 　handes 七he　kynge

of 　Polonye
，
　your　enemye

，
　whiche 　I　haue　taken　wi 七h 七he　helpe　of 　your 　sone

，

and 　of 　your 　noble 　and 　worthy 　cheu αlaye
，
108／34．C £ Morte　D α rthur

，
47／22．

　　love＝ lover，　sweetheart （現在 と同様），
25／2

，
26115；lover；3〔）／14 も使わ れ て

い る 。

　gr αce ＝ gracious　person，
　I　presente　this　lytyl　book　into　the　noble 　grαee 　of

Iny 　sayd 　lady
，
1／7

，
8．（今 日Her　Grace

，
　Your 　Graceが 使わ れ る 。 ）

　　動詞状名詞 の 一ingは本 来は抽象名詞であるが 、 具体名詞となるこ とがよ くある 。

　　clothing ＝ clothes
，
148！18

，
159／32．（聖 書 にher　clothing 　was 　of 　wrought

gold．）

　　leOrssing＝ a 　kissr　That　one 　onely 　kyssyng　that　1　toke　of　yow ，
134／8．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
− 15 一

N 工工
一Eleotronio 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kaisei 　College

　次の 文 の helpesは 正 しい の か 、　helpersの 誤 植 なの か は不 明 で あ る 。 （原

注 ：lady・helpや help は ア メ リ カ語 法 で 「召使 い 」の 意味で あ る 。 ） Would

Subyon 　or 　not
，
　and 　all　his　helpes

，
　the　noble 　lady　was 　taken　out 　of 　his

power ，
197／21．Helpe ニ helperとい うの は 、 疑 わ しい

。 とい うの は 、 私 が 知る

限 りで は 、 カ ク ス トンで は どこ に もその よ うな用法 はみ られ ない か らで あ る 。

しか し Story　of 　Genesis　and 　Exodus
，
1．3409 で は この 意味で使 われて い る 。

　勿論helpθ はhelp と混 同 され る べ きで な い 。 後者 は 抽 象的 、前者 は 具 体 的

で ある 。 c£ hunte ＝ hunter．　Chaucer ，
　Knightls　Tale

，
1160．

　抽象名詞が 具体性 をもっ て使 われ る こ とは 、 中期英語 で は それ ほ どみ られ

ない
。

Chaucer の 例 、　 message ＝ messenger
，
　Man 　of 　Law ，

s　Tale
，
333．

Langland （、Piers 、Plowm α n ）の 例 、　 retOrrLaunce ＝ a　suit 　of　retainers ．　Skeat
，

Notes　tO　P．」Pl，
，P．46，

　treuthe＝ a　true　man
，
　a 　rightous 　man

，
　Skeat．1．c．297．

　近代英語で も例 は幾つ か ある 。 justicerjudge，
　a 　witness で あ る 。

（b）具体名詞を抽象名詞と して 。 （ix）

　Blαnch αrdかn に
一

例 が あ る 。　 chief 」beginning； or 　euer 　he　myght 　come 　to

むhe　chyeff 　of　his　enterpryse ，
17／4．　chief はcap （caput ）の こ とで 、

こ れ は

heαfod（＝ head）で あ る 。
　cf．Morte　1）arthur 　14418：ther　by　was 　the　hede　of 　the

streme
，
　a 　fayre　fountayn．

　field＝ battle
，

こ れ はMorte　Darthur　172／17にあ り、 17世紀の エ リザベ ス 朝

の作 家 に よ く使 わ れ た 。

§3　数（ix）

　全 て の 名 詞が単数 と複 数の 両 方で 使 うこ とはで きない
。 単数 しか使 えない

の 名詞が あ り、 複数で しか使 えない 名詞が あ る 。

一
つ の もの を複数形で 表す
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名詞（pluralia　tantum ）は 、
　 bellows（ふ い ご），

　gallows （絞首台）な どの よ うに近

代英語 で 多くみ られ る が 、 Blanchardyn で は み られ な い
。
　 tydinge は単数 に

も、 複数 に も使 わ れ て い る 。 gallows は 三 度使 わ れ て い る 。
　he　shold 　doo

make 　and 　tO　be　sette 　up 　a 　g αlhouse
，
187／24；to　make 　him 　deye　upon 　the　gα1−

house
，
189／3；（he）sawe 　a 　payre 　ofg αlhouse

，
188／2が ある 。 フ ラ ン ス 語で はles

fourchesで ある 。 綴 りに つ い て は 、　Four　Sons　of 　AOrmon
，
331／22 にみ られ る

よ うに 、 カ クス トン はgallowとhouseと結 びつ け 、 最初 の 例 に み られ る よ う

に 、 不定冠詞aが使 われて お り単数で あ る。

　単数形 と複数形 で 使わ れ て い る 例 が 幾つ か あ り、 そ れ らは 今 日の よ うに

footは 除 い て 、 複数 の 意味 で 使 われ て い る 。　Men 　see 　atte 　eye　his　beaulte
，

54／34
，
118／1

，
10；which 　of 　heyght　was 　XV 　fbte　long，

56／34
，
163／26；（they）fel

both　doune　humbly 　at 　the　f（）te　of 　him
，
126／14；they　followed　after 　at 　the

back　of 　hym
，
　as　the　younge 　1α mbe 　do　the　sheep

，
106／27．

　
一

方、 単数が使わ れ るべ きで ある と思 える箇所で 複 数形 が使わ れて い る例

が 幾つ か あ る 。

　When 　the．　fayr　beatryx，
　that　at 　her　wyndow 　was 　lening　her　hande 　ouer

her　brestes
，
189／11．古期英語で は他の ゲル マ ン 語 と同様 に 、

　breastは男性 を

指す場 合で さえ も 、 複数 の 意味 で 使 わ れ て い る こ とが よ くある 。

heuens＝ sky
， 43／18，

98／5
， 古期英語 も同 じで あ る 。

shores ＝ shore
，
　They 　were 　nyghe 　the　lande

，
　where 　as　the　sayd 　mast

，
　and

Blanchardyn　upon 　it
，
　was 　cas も　of 　the　waves 　unto 　the　shores

，
97／35；he　sawe

hem 　in　grete　nombre ，
　for　to　fyght　nyghe 　by　the　see 　shoris

，
162／4．

　抽象名詞 は近 代英語 で は単数 に 限 られ て い る が 、 古期 英語 、 中期 英語 で は

複 数 で あ る こ とが よ くあ る 。 そ の 場 合 、 単 な る 行 為 の 時 ， godnesses ，

Orm ．Ded ．
，
252

，
276

，
　etc ．か 、 異 なる概 念 を表す時 、　twa　sarinessse 　beoth

，

O．E ．Hom ．
，
1．103

，
105；gleadshipes，S α ules 　W 伽 de

，
263 、 また は あ る概念 の 滅
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多に ない 力 を表す時で あ る 。

　whiche 　boke　specyfyeth ＿of 　the　grete　adventures ，
　labours

，
　anguysshes

，

and 　many 　othere 　grete　diseases　of 　theym 　bothe
，
2！3

，
4；the　grete　humylyte

and 　courtoOrsOres 七ha七were 　in　Blauchardyn 　50／12；sore 　wepynge 　and

sorowynge 　his　byttirnesses，
114！18；they 　beganne　to　make 　grete　festes　and

grete　IoOres， 201／1； 17／11；Aymon ，
262／29； 17／8

，
20／6； 190／13；98！6，

119／36
，

132／13．

　動 詞 状 名 詞 の 複 数 形 が あ る 。 26／3（wepynges ）； 30／11（the 　 same ）；

132／13（praysynges），
133／29（the　same ）；174／10（sobbynges ）な どで ある 。

格（xi）

§4　主格（xi）

　中期英語 の 主格は 古期英語 よ りも広い 範囲で 使 われて い る 。 第一 の 理 由 と

して 、 主格の 範 囲が 広 くな っ た 。 それ は屈折が な くな り、 主格 と他 の 格 が 混

同 され る よ うに なっ た か らで あ る 。 第二 の 理 由として 、 そ れ以前に は なか っ

た統語上 の の 関係で 使わ れ る よ うに なっ たか らで ある 。

　人称代名 詞の 主 格 と対格（また は 与格）、 す なわ ちye とyou は 15世紀の 末 まで

混同 され 、 結局yOUが主格 と して 使 われ る よ うに な っ た。

1 、 主格 の 第一
の 機 能は 文 の 主語 を示す こ とで ある 。 論理 的な主 語 に 関 して

は 、 古期英語 か ら近代英 語 まで 変化 はな い 。

2 、 しか し14、 15世紀 に は 、 文法上 の 主語は以前 よ りもよ く使わ れ 、 重要 に

な っ た 。

（a ）古期英語 で は 非人称動詞が 非常 に多く見 られ たが 、 中期 英語 の 後半 に は

人称を使 う表現 とな っ た 。 す なわ ち、 か つ て は 意味が 不 明瞭で あ っ た よ うに

み え る文 が 、 自由な意 思 の ある 、 意 識的 な行為 と して現 れた 。 hit　hre6weth
，

hit　sceameth
，
　hit　licath

，
　hit　langathに代 わ り、 Irepent

，
　I　am 　ashamed

，
1
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like
，
　I　Iongとな っ た 。 非人称か ら人称 へ の 変化 は 、 二 つ の 外 的な要因 に よ る

もの で あ っ た 。

一
つ は、Wo 　was 　this　kyng（Chaucer ，

　II
，
193）の よ うな文 で は 、

間接 目的語で ある格が主格 として 誤解 され た 。 二 つ 目に は 、 フ ラ ン ス 語が 大

きな影響 を与 えた 。 VI章 の 非人称動詞（p．xlvii ）を参照 。

（b）受動文 で 与格 に代 わ り、 主格が使用 され だ した 。

1 こ れ は直接 目的 、 間接

目的 を とる他動詞の 受動文 、 前置詞 を伴 う自動詞の 受動文で 生 じた 。
こ れは 、

最初 は与格 と対格が 混同す る こ とか ら生 じた 。 command
，
　answer な どの 動詞

の 目的語 は与格で あ っ たが 、 対格 と考 え られ る よ うに な り、 その 結果与格が

受動文 の 主語 とな っ た 。

　 しか しカ クス トンの 時代で は こ の 過程は完全 に終えて い なか っ た 。 そ れ ゆ

え次の よ うな表現がある 。 as 　was 　told　him　by　the　knyght
，
43／1；all　that　was

told・him
，
196／20．受動態の 章（1Xi）を参照。

3、 絶対主格が 古期英語の 与格 に代 わ りに使 われ る よ うに な っ た 。
こ の 絶対

主格 は 古期英語 の 与格の 構造 （ラ テ ン語 に由来す る よ うで あるが ）よ りも 、 多

く使 われ る よ うにな っ た 。
こ の 用法は 14世紀 に

一
般に な り、 カ クス トン の 時

代 に は頻繁に使わ れ る よ うに な っ た 。
こ れ は特 に 関心 を引 く構 文で は ない

。

　This α nsuere 　Or−herde，
　Alymodes ＿made 　his　oost 　to　approche

，
57／28；alld

thαt（doon
，
．，，he　shall 　mowe

，
73！24．

4 、 主格の もう
一

つ の 機能 は不定詞 との 関係で あ る 。 （xii ）

　Isay 　this
，
　be　ye　redy 　with 　good　herte／To　al　my 　lust

，
　and 　that　I　frely

may ／As　me 　best　liste　do　you 　laughe　or 　smerte
，
1　And 　neure 　ye　to　gruch 　it

night 　ne 　day −一一Chaucer
，
　IL289．不定詞の 章（p．lxiv）を参照 。

5　 主格 と対格を交換 して使 用する こ と

（a）早 く も14世 紀の 半ば にyou が ye の 代 わ りに使 わ れ，だ した が 、 主 格 の ye は

Henry 　VIIIの 時代（1509−47）まで 使 われ 続けた 。
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　 カ ク ス トン は概 して ye を使 っ て お り 、 you が使 わ れ るの は倒置 され る文の

み で ある （命令文 や 、 数は少 ない が疑問文）。 しか し倒置文 で さえ もyeが広

く使用 されて い た 。

　Btanch αrdyn で は 命令文で 二 度you が 使 わ れ て い る 。　Come 　Orou　with

me
，
60／28；be　you 　sure

，
185117 （も っ と多くの 例 は The　Foure 　Sonnes 　of

Aymon
，
　Morte　D α rthur に み られ る 。 ）

　疑 問文で は 、What 　be　you ，
　fayre　knyghte ？AOrmon91125；tell　me

，
　how

thynke　yo 麗 ？ibid．17011；what 　thynge　aske 　Orou　of 　me ？246129
，
184／31

，
291131

，

343／17
，
373／29．Morte　1）arthur

，
206／6

，
240／22。242／14

，
251129

，
255／16

，
255／33

，

269／8
，
279／18

，
etc ．

　 しか しそ れ 以外の 時 にyou が 使 わ れ て い る例 が 数例 ある 。
　 Cosin

，
　 sayd

Reynawde
，
　you 　speke 　well 　and 　wysely

，AOrmon，i32！33；now 　up
，
　Ogyer

，
　and

ptou，
　duke　Naymes

，
　ibid，157／23；yf　Orou　wyl 　yelde　your 　selfe 　to　his　merci

，

ibid．189／22；432114，438／10．

（b）人称代名詞の 主格 の 代 わ りに与 格が使用 され て い る例 が ある 。
こ の よ く

知 られ た傾向 は フ ラ ン ス 語 の 代名詞は 二 つ の ク ラス （conjointe とabsolus ）1こ分

類 され て お り、
it　is　me やolder 　than 　me の よ うな近代英語 にみ られ る 。

カ ク

ス トン はlt　is　me や older 　than 　me を使 っ て い ない
。 彼 は常 に It　is　I．（原注 ：

チ ョ
ー

サ
ー

は it　am 　I を使 っ て い る 。 ）を使 っ て い る 。 しか しp．xiv の よ うに 、

その 芽生 えは み られ る 。

　Blα nch α rdyn で は 、 主格 を使 うべ き所で 与格が使 わ れ 、 そ れ は二 度 み られ

る 。 こ れ は 一
種 の 混 ざ りあ っ た構造 の よ うで あ る 。 And 　syhn 　aftre

，
　he

lyghtly　dyde　sette 　hande 　on 　the　swerde
，
　of 　the　whiche 　he　smote 　here　and

there　 with 　bothe　his　handes 　by　suche 　 a　 strengthe
，
　 that 　him 　that 　he

rought （＝ worked
，　fought ）　with 　full　 stroke 　was 　 all　in　to

brused（＝ bruise），
63／2．上 記 の 文で は

、
　him 　that ＝ whom 　that で あ り、 he
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whom の こ とで あ る 。 屈折 の ない thatを使うこ とに よ り、him をheの よ うに

思 わせ て い る 。 またand 　sware 　that　he　sholde 　neuer 　departe　f而 m 　afbre　the

place　unto 　the　tyme 　thaもthe　castel 　were 　take
，
　and 　theγne 　of 　within 　at 　his

wyll
，
181／31で は、　theyの代わ りにthem が使わ れ て い る 。

AOrmonで は与格 が主格 の 代わ りに使われ て い る 。 　whan 　thise　wordes 　were

fynysshed，
　all　the　foure　brethren

，
　and 　all 孟加γ配 of 　theyr 　companye 　arayed

themselfe ．．Aymon
，
78／22；．．．al　them 　of 　the　dongeon　defended　themselfe

valyantlye
，
　ibid．94／12

，
212130，

　　
一

方、与格や対格の 代わ りに主格が使われて い る顕著な例が ある 。

　　But　at 　thentree 　of 　a 　forest　that　was 七here
，
　they 　loste　their　trayne （＝ ser −

vant ），
　and 　went 　oute 　of 　ther　waye

，
　wherby 　they　myght 　not 　fblowe　nor

ouertake 　 the　 pucell（＝ damsel），
　 nor 　 they　 that　 brought　 her　 with

theym
，
181／22；Go 　ayen 　to　Tormaday 　to　see 　the　noble 　lande　of 　that　lady

，
　she

ofwhom 　thou 　amorouse 　so 　moche
，
186／19．

　　16世紀 の 劇 に もこ の 用法が ある が 、 私 は それ以前 や以後 に こ の 用法が ある

の を 知 ら な い 。 し か し、 カ ク ス ト ン の 作 品 や Sir　C ！yom α n αnd 　Sir

Clαmydes で は 、 斜格 の 名詞 の 同格 と して 、 代名詞 の 斜格 を使 うべ き箇所 で 、

主 格が 使 わ れ て い る 。 Do 　never 　view 　thOr　father， 1
，
　in　presence 　any

more ．497 ．a ；So　do　I　fly　from　tyrα nt 　he
，
　whose 　heart　more 　hard　than

flint．515
，
1；491，

b；501，
b；505，

b；507，
b；508，

a；511，
a；514，

a．

　　The　Foure　Sonnes〔）fAymonとHuon には 、 与格 の 代 わ りに主格が使 わ れて

い る例 が ある 。 Reynawde　toke　hym
，
＿and 　made

．
all　they　that　were 　wyth

hym ＿to　be　hanged 　and 　slayne
，
　Four 　Sone

，
9〔）119；127／29；Before　you 　and 　all

your　barons　I　haue　dyscomfyted（＝ defeated）in　playn ．batayll　he　that　hath

brought　you　into　all　this　trouble
，
　Huon

，
i．46／10．他 に288／23が あ り、 83

，
84

，

87ペ ー
ジの thouは you で あるべ きで あろ う。
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　最後 に な る が 、 前置詞 の butや sauf （＝ save ）で は対格 が使 わ れ ない で 、
こ れ

らの 前置詞 は まるで 接．続詞 の よ うに主格が 使わ れ て い る 。 Noon 　but　J　have

seen 　it
，
43／32

，
　Al　be　ded　saufl

，
　Ch α rles 　the　Grete

，
102／3工

’
．

§5　属格（xv ）

（a）名詞（と代名詞）との 関係で使われ る属格

　　こ の 属格 の 用法 は 、 古期英語 で は 特 に詩 で 無制 限 に使 われ て い たが 、 カ ク

ス トン の 時代 には む しろ制限 され て い た 。

1 、
こ の 用法の 第

一 は
、 生 まれ や 誕生 を示 して い る 。 （そ の た め に genitivus

とい う名が つ い た 。 ）属格が使 わ れて い る 所で 与格 も使 わ れ て い る 。

　My ，　lady 　Margarete ＿Moder 　unto 　our 　naturel 　and 　souerayn 　lorde
，
1／3；

Blanchardyn
，
　sone 　unto 　the　kynge　of 　Fryse

，
1／27；Blanchardyn　ansuered

that　he　was 　of 　the　lande　of 　Grece
，
　and 　sone 　to 昂 kynge

，
100！1；and 　sayde 　to

the　kynge
，
　fader　unto 　Blanchardyn

，
174118；83／9．　kynge　Lots　wyf 　and

．

moder 　qプsir 　Gawayne 　and ≠o　sire 　Gahe   s
，
　Morte　D αrthur

，
357／25；425／12．

2 、 目的を示 す属格 は そ れ ほ ど使 われ て い ない 。 （xv ）

　 She　bereth　in　her　herte　care 　ynough 　 and 　dyspleysure　for　the　loue　of

him
，
73／33

，
76！5

，
77125；for　right 　moche 　he　desyred　to　shewe 　hymself

，
　f（）r

his　lαdores　loue
，
83／8．

3 、 属性を示す属格は 近代英語 と 同 じよ うに使 わ れて い る 。
マ ロ リーは属格

と共 に 比較級 、 最上級 を扱 っ て い る 。 She　is　the　fairest　lady　and 　most 　of

beα utie　in　the　world
，
　Morte　D α rthur

，
357123

，
　more 　of 　heautie

，
358／13

，

358／18
，
360！33

，
45〔y13な ど多 くみ られ る 。

　 ofの 代わ りにa が使わ れ る こ とが あ

る 。 yf　he　had　been　yet　man 　alyve （＝ of 　life），
1　wolde 　haue　gyuen 　you 　tyl　his

wyf 鳴93／22；Iam 　not 　a （＝ of）power 　to　reward 　the（＝ thee）after 　thy 　merite
，

109／9．
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4 、代名詞 の所有格の 代 わ りに前置詞の of がた び た び使用 されて い る 。 （XVI ）

　（1）knewe 　wel 　that 　the 　story 　oプ　hit　was 　honest
，
1／11；the　sowle 　of

the（thee），
17／21；for　pryde 　of 　her

，
39！14；the　herte　of　hym

，
39／33

，
64／17

，
86／20

，

87／31
，
92！7

，
106／17

，
114／32

，
etc ．

　 こ の 用法 は次の よ うな文 で 使 わ れ て い る 時 に特 に注 目 され る 。 ye　haue

exposed 七he　body　of 　Orouα nd 　of 　your 　men
，
171120．こ の 文 は近代英語 で は

your 　body α ηd　those　of 　your　men で ある 。
マ ロ リ

ー
の 作品 に 、　I　pray 　you

hertely　to　be　my 　good　rende 　and 　to　my 　sones
，
　Morte 、Dαrthur

，
406128

5 、 部分属 格 は 14
，
15世紀 に は そ れ ほ ど使 わ れ て い なか っ た 。 部分 属格の 用

法 を 当時 と古 期英 語 期 と比 較す る と 、 古期 英語 の MATHA 　FELA （＝ many

teasures ），
　Beowulf 　36 に見 られ る 部分 とい う概 念 は 、 単純 な同格 に よ り取 っ

て 代わ ろ うと して い た 。 数は 多 くの 不定の 副詞 、代名詞 と同様 に 、 属格 を支

配 しな くな っ て い た
。 Chaueer：Abusshel 　venym

，
　IV．267；no 　morsel 　bred

，

III．215；the　beste　galoun　wyn
，
　III．249．

　属 格 の 代 わ りに同格が使 われ る よ うに な っ たが 、 そ の 用 法は突然使わ れ な

くな っ た 。 15世 紀末に は古期英語 の 属 格 を使 っ た用 法が好 まれ る よ うに な っ

た 。 上 に挙げた よ うな表現は カ クス トン に は み られ ない し 、 ほ ん の 僅 か に例

が あ るだけで あ る。

　m α nner がof を伴わず に使用 され た 例 は
、
　 Balnch αrdyn に は 三 度 見 られ る 。

by　al　m α nere 　wayes
，
50／19

，
　all　manere 　noureture

，
74／8

，
　al　m α nere 　poyntes

109／16。一 方maner 　of の 例 は 18み られ る。 28／20
，
53／17

，
55／27

，
58／19

，
60

，
31

，

73／34
，
9　3．　／3　2

，
111／28

，
lI7／27

，
ll9／2

，
119／Il

，
159／34

，
174／12

，
177／4

，
186〆8

，
188／26

，

197／28
，
200／18．

　other は others 　of の 代 わ りに使わ れ た 。
　 Other　her　gentyll　women

，
76／31；

other 　his　prysoners， 121／25

　α nOr もany 　of の 代 わ りに使 わ れた 。
　Affermyng 　that　I　oughte 　rather 　ten−
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prynte （＝ print）his　actes　and 　noble 　feates　than　of 　Godefroy　of 　bolonye　or

o 覆ythe 　eight −−Caxton ’

s　Preface　to　Morte　D αrt／tur
，
211

　Aormon には 14 世紀 に よ く使 われ た と思 わ れ る 「one 　of ＋単数」 とい う奇

妙 な表現が あ る 。 but　of 　all　Fraunce　1　am 　one （）f　the　best　and 　truest　lenyght

that　be　in　it
，
272／23．こ れ はチ ョ

ーサ ー に もみ られ る 。　Oon 　oブthe　grettest

αuctour 　that　men 　red
，
　III．234；On　of 　the　best　farynge　man 　on 　lyue

，
　III．8；

On 　of 　the　best　enteched 　cre αture
，
　V ．35．

　　こ の 奇妙な表現 は二 つ の 構造が 合わ さっ た もの で ある 。 す なわ ち 、 LOne

the　best　knyght とII．　One 　of 　the　best　knyghtesで ある 。 最終的には 、後者が

使 わ れ る よ うに な っ た の で ある が 、 中期英語 に は前者 の 構造が 何度 もみ られ

る Qat 　two　the　fZrste　strokes
，
　Morte　Darthur

，
343／29；two　the　best　hnPtghtes

that　euer 　were 　in　Arthurs　dayes
，
　ibid．419／31．

　　こ の 同格の 用 法は 、 現在で は of が使用 され る が 、
　James 　I（1603−25）の 時代

まで 使 わ れ た 。 Was 　reckoned 　one 　the ω isest　prince　tha 七 七here 　had

reigned ．Shakesp6are
，
　Hennyy　III

，
　II．ii．48．

こ の 表現 は 別 に して 、 カ ク ス トン の 部分属格 の 用 法 に 関 して 、 他 の 注 意 す る

べ き点が ある 。

（a）「省 略の ある 部分属格（elliptic 　genitive　partitive）」と呼ば れ る例 が 多 くみ

られ る 。 こ れ は チ ョ
ー

サ
ー に もよ くみ られ る 。 Of 　smale 　houndes 　hadde

sche 　that　she 艶dde
，

　II5（Prologue　146）．2
チ ョ

ー
サ

ー以前に は こ の 用法は希

で ある 。 カ ク ス トン に は幾つ か の 例が あ る 。

　　（She）tolde　hym 　that　she 　was 　right 　wel 　content 　of 　his　seruyce
，
　and 　wolde

reteyne 　hym 　in　wages
，
　and 　gyue　hym （）f　her　goodes ，

　fbr　he　was 　worthy

七herof．7515；Aツmon
，
91／18；M （）rte　D αrthur

，
121／10．

　　こ の 用 法は Henry 　VIII（1509−47）の 時代 まで 続 い た 。　I　requyre 　you ，
　shewe

me 　of 　your 　newes 　and 　adventures 　that　ye　haue 　had
，
　Huon

，
566／12．
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　Huon の 1601年の 版 か ら、 そ の 当時の 人 々 は 散文で こ の 用法 を好 まな か っ

た と言 える 。 とい うの は 、 元 々 の 版 で はfbr　incontinent　they　wyll 　sende 　of

theyr 　shyppes
，
　and 　take　thys　shyp

，
212／29で あ るが 、 1601年の 版 で はof は

some 　of とな っ て い る 。

（b）much
，
　many （other ）の よ うな不定代名詞の 後 ろで 、

　 of ＋ 名詞が散見す る 。

for　he　hath　doon　to　us 　this　day　so　moche 　oプ　euyl ．169／22 ． しか し、 概 して現

在の 用 法が使わ れ て い る 。

（c）もう
．一

つ 属 格 の 用法 が あ る 。 そ れ は適切 な名称で は ない が 、 「疑似属格

（pseudo−partitive）」と呼ぶ こ とがで きる 。 す なわ ち a　castle 　of 　hers
，
　a 　knight

of 　Arthurlsの よ うな表現 で ある 。 こ れ らは 今 日 、　 one 　of 　her　castles
，
　one 　of

Arthur’

s　knightsと解釈で きる が 、 中期英語期 に はその よ うに は解釈で きな

い 例 が あ る 。 近代英語 で の用 法の that　beautiful　face　of 　hers！に は部分 の概念

は ない
。 14世紀 また は その 後半にみ られ る最 も古い 例 を よ く見て み る と、

こ

の 表現 は必 要で あ っ た こ とが わか る 。

　古期英語期 に は 所有 格 、 フ ラ ン ス 語 で い う「pronominal 　adjective 」は 、所

有 の 概 念の み を表 した 。 そ れ は純粋 に 形容 詞的で あ り、 今 日の よ うに 限定 の

概 念を示す こ とは なか っ た 。 それ ゆえ 、 古 期英語期で は名詞 を限定 したい 時

に は 、 定冠詞 を付加す る 必要があ っ た 。

　heeleth　min 　se　leofa
，
Elene

，
511；thtf　eart 　d6htor　min 　s60 　dYreste

，
　Julianα

166． 冠 詞は所有代名詞の 前 に あ っ た 。 se 　heora（Cyning，
　Orosius

，
5613　1．

　中期英語で は
、 近代英語 、 近代 ドイ ツ語 、 近代 フ ラ ン ス 語 と同様 に 、 所有

代 名詞 は 限 定す る 意味が あ っ た 。 その ため に 、 定冠 詞 を付加 す る と 、 そ れ は

余剰 とな っ た 。 不定冠 詞 の 場合 は余剰 で あ っ た 。 その た め戸 惑 い が 生 じた 。

城の 数が 話 し手 に も聞 き手 に も重要で は な く、
一 つ の 城 を所有 して い る 、す

な わ ち「彼女の 所有 して い る
一

つ の 城」（she 　is　in　a　castle 　belonging　to　her）と

言い たい 場合 、 中期 英語期 の 英国人 は それ を表現 で きな くな っ た 。 当時の フ
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ラ ン ス 人 は un 　sien 　castel と表現で きた が 、 英語 で は こ の 表現 は で きなか っ た 。

私の 知 る 限 り、 中期英語初期 に は 「不定冠詞 ＋所有格」の 例が
一

つ だけある。

S αω les　W α rde （O．E ．H ，
，
1，p265 ）fbr　euch 　an 　is　al 　mihti 　to　don　al 　tha七he

wule
，
　ye ，

　makie 　to　ewakien 　heouene　ba　ant 　eorthe 　with 　his　an 　finger（＝ for

one 　is　mighty 　enough 　to　do　all　that　he　desires
，
　yea ，

　to　make 　heaven　and

earth 　quake 　with 　one 　Of　his　fingers，（R ．Morris訳）

　そ の ため に 近代 ドイ ツ 語 に ある よ うなof 　me の 表現が 生 じた 。 「前置詞 ＋ 目

的格」が広 まっ た時期 があ っ たか もしれ ない
。 しか し英語 はof 　mine

，
　of 　thine

の よ うなofme よ りも複雑で 、 む しろ 馬鹿 げた表現 を使 うこ とに な っ た 。

　　「前置詞＋ 目的格」の 表現は お そ ら く、 限定 され て い ない 名詞 はmine が 使

わ れ る こ とが多 く、 部分 を示 した こ との 類推や 、 所有格 を伴う古い 構造 に似

て い る こ とか ら生 じたの で あろ う。

　 こ の 説明 は推測 で あ る 。

一
つ だ け確実 な こ と は 、 不定冠詞 が所有格 と結 び

付 く可能性 は ない とい うこ とで あ る 。 次の よ うに変化 した とい う事実 に よ り

証明で きる 。

1 最初 に 不定冠詞（また は 、 any
，
　every

，
　no ）の 不 定を示す語 が 、　 of　mine ，

　of

　 thine な ど と結 び付い た 。
こ の 構造 は 14世紀 にみ られ る 。 例 ：afriend 　of

　 mine ．

ll次に こ の 類推 に よ り、 不定冠詞が名詞 の 二 重属格 と結び付い た。
　a　knyght

　 of 　king　Arthur ’

s

皿 最後に 、this
，
　thatの 不 定代名詞が of　mine と結び付 い た 。 定冠詞 も名詞 の

二 重の 属格 と結 び付い た 。 the　knight　of 　kyng 　Arthur ’

s．

　チ ョ
ー

サ
ー の 例 の 例 を挙げる 。 afriend 　of 　his

，
　IV．130

，
　IV．257

，
　IV．356；an

hors　of 　his
，
　il．271

，
　an 　old 　felaw　of 　youres，

皿．97；eny 　neghebour 　of 　myne
，

M ．198；every 　knight　of　his
，
　H ．239；no 　maner 　lym　ofhis

，
　V ．170；cf．　that　ilke

proverbe　of 　Ecclesiaste
，
　H　．226；this　my 　sentence 　heere

，
　IH．40；oure 　wreche
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is　this
，
　oure 　owen 　wo 　to　drynke

，
　IV．184

　　カ ク ス ト ン は 1 の 範疇 に 入 る 文 は 多くみ られ る 。 And 　for　this　cause

departeth　now 　my 　said 　lady　from　a 　cαstell　of 　hers
，
38／6（原文 ：dun 　sien 　chas −

tel）；He 　toke　also　a　gre七e　spere 　from　the　hande　of α lenptght　oプ　his
，
107／32；

f（）rthe 　kyng　Alymodes 　hath　a　daughter　of　his　owne ＿125／4；ayeoman 　of

his　owne
，
201／18；a　town 　of　his

，AOrmon　69／15，
412／29

，
527／22．

　　n の 範疇 の 例 はMorte 　D α rthur に 度々 現れ る 。
　 a 　kyghte　of 　the　dukes

，

37／7
，
9；Syre　gawayne ，

　knyghte　of 　kynge　Ar’thurs
，
146！32；Iam 　a　knyghte　of

kyng 　Arthurs
，
153／32

，
263／31

，
263／34

，
33〔）122

，
331／19；atrusty 　frende　of 　Sir

Tris七rams
，
36318；and 　therewith　foure　knyghtes　of 　kynge　Markes 　drewe

their　swerdes 　to　slee　syre 　Sadok
，
469130．次 の 二 つ の 例 で はsが見 られない

。

Thenne 　came 　forth　a　knygh七
，
　his　name 　was 　lambegus

，
　and 　he　was 　a

  yght 　of 　syr 　Trystem
，
318／16；there　was 　a　knyghte　of 　kyng 　Arthur

，
331／17．

　　Arthur と彼の 騎士 との 関係で
、

こ の 用法が よ く使 わ れ て い るが 、
こ の 用法

に は 一
種 の 省略 が あ る と考 え られ る 。 aknygh 七e 　of 　kynge 　Arthurs ＝ a

knyghte　of　kynge　Ar・thurs　court の こ とで あ る 。 しか し 、 上 記 の 例 で a　trus七y

f「ende 　of 　Sir　Tristrams（363／8），
1　am 　forester　of 　the　Emperors の よ うな例 は 、

among 　Sir　T．
’

s　friends
，
　among 　the　Emperor ’

s　forestersの こ とで ある 。 す な

わち 、 houseや court の 省略で は ない
。

カ クス トン や マ ロ リー に は こ の 省略の

例 は他に はみ られ ない
。

　　皿 の 範 疇 に 関 して は 、 Blanche α r（メy π に は that を伴 っ た例 は 二 つ あ り、

Morte　1）αrthur に は定冠詞の 例 が数例ある 。
　 as 　for．　to　wene 　to　haue　her

，
　thou

haste　that 　berde　of 　thyne 　ouer 　whyte 　therto；thy 　face　is　so 　mykel 　wonne
，

and 　th αt　olde 　s勿 π ηe （ゾ’ん翅 e　ys　ouer 　mykel 　shronken 　togyder
，
186／22 −

25（原文： vous 　auez 　la　barbe　trop　grise，
　la　face七rop 　usee

，
　et　le　cuir 　trop

retait ．）
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　　上 記以 外で は 、 カ ク ス ト．ン は所有格 とthisを使 っ て い る 。　this　my 　towne ，

73／18；this　her　werre
，
9011．

　　Morte　D αrthur に は 皿 の 範疇 に 入 る例 が 二 つ あ る 。
　Alle　the　knyghtes　of

kynge　Arthures
，
330／9；he　sholde 　haue 　her　and 　her　landes　of 　her　faders

that　sholde 　falle　to　her
，
488／14．こ の 2 例 と も部分属格で は ない

。

3

B　形容詞や動詞が支配する 属格は
、 概 して ．近代英語 と同 じで ある 。 しか し

カ ク ス トンで は 、 関係 、 原 因 とい う概念 はof で 表現 され る。 近代英語 で はof

の 代わ りにin
，
　as　to

，
　with などの 前置詞が好まれ る 。

（a）関係

　　The 　childe 　grewe 　and 　amended 　sore 　of 　the　grete　beaute＿13！6；of 　the

tables　and 　ches 　palying ，
　and 　honeste　talkynge

，
　he　passed 　them 　that　were

his　elder 　in　age
，
13／9；demaunding 　of 　the　batailles　of 　Troy

，
14／13

，
15／8；sore

troubled　of 　wyttis
，
45／8；nought 　dommage 　of 　nothing

，
48131；there　was 　no

man 　tha 七 〇f　prowes　and 　worthynes 　coude 　go　beyonde　hym 　65／21
，
99114

，

145／30
，
what 　wyl 　you 　do　of 　me ？

，
146／16．　c £ 150／25

，
178／21

，
184／6

，
193114；

Aynzon
，
54125

，
64／5

，
29Q！32．

（b）原 因

　　（They）judged　hem 　self 　right 　happy 　of 　a 　successoure 星egytyme
，
12／17；

（the　kyng）that　of　this　adventure 　was 　ful　sory 　and 　dolaunt（＝ g酉eved ），
21／4；

sore 　passioned 　of 　one 　accident
，
68／20；thank 　of

，
49／33

，
6Q〆25；pardon 　of

，
50／9

，

10．

　　ofの 代わ りに時 々 ouer が使わ れ て い る。　Right　enamored 　they　were 　ouer

hym
，
66！25；auenged 　ouer 　hym

，
86〆30．　 for　of が

一
例 あ る。

　and 　also 　for　of

the　grete　dyspleasure　that　he　had．．．111／34

（c）属格の 副詞的用法に関 しそは 、 副詞の 項（p．lxxvii）を参照 。
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§6　与格（xxiii｝

　古期英語 の 屈 折 が消 滅す る と 、 前置 詞toで 与格が 示 され る傾向が あっ た 。

しか しOld　Engtish 　HomiJiesが書 か れ た時か ら近代 英語 期 まで 、 必ずtoが 使

わ れたわ けで は ない
。

　 カ ク ス トン で は 、 現在 な ら使用 しない とこ ろ で 、 toを使 っ て い る こ とが 多

か っ た。 特 にtellと共にで ある 。

・

　Now 　anon 　brynge　to　me 　myn 　armes
，
　Chαrles 　the　Grete48／15；しか し同 じ

ペ ー ジ に 、 he　shold 　b．rynge 　hym 　hys　armes
，
1．4；after 　brought　he　hym 　hys

hors
，
122；Iassure 　to　you 　by　my 　faith　that　I　shall 　do　it．．．ibid，49／30；I

graunte　to　you　alle 　my 　goodes，
　ibid．5013；c£ Blα nch αrdyn

，
20！17；Aymon ，

362／31
，
367／9．

　tellと共に 。
　 and 　whan 　thou 　hast　told　to　me 　thy 　name

，
Ch α rles 　the

Grete
，
53！16；Itelle　to　the ，

　ibid．54／17
，
　cf．55／2

，
57／23

，
61！3

，
86／5

，
　e c ．

　dem α nd は大抵of を伴 っ た 。 しか し例外は あ り、 それ は 恐 ら くフ ラ ン ス 語

の 影響で あろ う。 Thenne 　cam 　kyng 　Alymodes 　forthe
，
　and 　demaunded 　to

the　stywatde
，
283123．　reguire もtoを伴 っ た 。　Blα uch α rd砂n

，
168／3．α 8んは二 つ

の 目的語 を伴うと前置詞 を伴 っ た 。 （he）asked 　for　hym 　to　two　of 　his　men
，

Aormon．362／3　L

　offend 　to の例 は
一

例 あ る 。
　Yf　there　be　ony 　man 　here　that　I　haue 　offend −

ed 　unto
，
　Morte　D α rthur

，
292／19．

　 心 的与格（Ethic　Dative）は カ クス トン には そ れ ほ どみ られ ない 。

　 Aright 　grete　and 　impetuouse　tempeste 　rose
，
　that　lasted　us 　thre　dayes

，

100！9；the三r　sorrowe 　redoubled 　them 　full　sore
，
119／34．チ ョ

ー
サ

ー
の 例 と し

て 、 But　ye　withdrawen 　ine　this　man
，
　Boethius

，
カ ク ス トン は こ れ をfね me

と して い る 。
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§7　対格（xxiv ）

A ．対格 は 他動詞 に よ り支配 され るが 、 カ クス トンで は現在 の 用法 と異 な る 。

　　上記の demand
，
　require

，
　serve

，
　tellの 他 にbeholdがあ り、 こ れはof を伴 っ

た 。 e ．g．　Aymon ，
391／26．特 に 注意する べ きは swear で あ り、 中期英語で はon

を伴 っ た 。 チ ョ
ー

サ
ー

の IV．363とthis　on 　every 　God 　celestial 　I　swere 　it

yow ，
V ．222に例 があ る 。 カ ク ス トン は swear を他 動詞 と して使い 、 対格 を伴 っ

て い る
。
he　sware 　his　Godes

，
92／25

，
107／22；swore 　God

，
　Ayrnon

，
38／4

，
73／14

，

87！10， 18514
，
201／33

，
459111

，
47117

，
51517

，
526／17．Ayrnon で は前置詞 を伴 う例

は 三例 しか ない
。 （he）sware 　by　God

，
　Aymon

，
61／29

，
　he　sware 　6y　saint

Denys
，
　ibidA

「
11／11；Iswere　upon 　all　sayntes

，
　ibid，8514．

　AyenbiteやBZαπ cんα πむπ の 例 か ら 、
こ の 用法 は フ ラ ン ．ス 語 の 影響 で ある と

言 う こ とが で きるで あ ろ う。 The 　kynge 　of 　polonye （＝ Poland ）sware 　his

goode 　goddes ，
　that　he　sholde 　neuer 　haue 　joye　at 　his　herte

，
107122（原文 ：

jura　ses 　bons　dieux．）

　Dan 　Michelは 常に文字通 り訳 して い る 。
カ クス トン もこ の 場合 フ ラ ン ス 語

の 構文を使 っ て い る。

　　同族 目的（Cogriate　Object）は 数回み られ る 。

　And　there　she 　had　not 　been　no 　longe　whyle
，
　when 　she 　had　perc¢ y配e（∫the

playn 　 ehoOrs αnd 　 sOrght 　 of 　 a 　 right 　 grete 　 and 　 myghty 　 nauye
，

56／2（choys ＝ sight ），
　deye　a 　shamefull 　dethe

，
19（y4；他 の カ クス トン の 作品に も

度 々 み られ る 。 Irebuke 　hym 　neuer 　for　no 　hαte　that　l　hα ted　hym
，
　Morte

D αrthur
，
3　49！4；the　good 　loue　that　I　haue 　loued　you．＿ibid．36414，

B ．絶対対格（accusative 　absolute ）は カ クス トン 、 マ ロ リ
ー

さ らに はBerners

で も頻繁に使わ れ て い る
。 例 は非常 に多 くみ られ る 。 数例 を挙 げる 。

　He 　fonde　hym 　the　terres（＝ tears）α t　the〔eOres　of 　him　makynge 　his　fu11　pitu−

ouse 　complayntes
，
123／24；（there）he　toke　a　bote

，
　prest　and 　gamysshed
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with  eight  goode felawes, eche  of  thenz an  ore  in his hande...154/7; Thenne

came  syluayn,  his felawes with  hiym, and  ascryed  the two barons to dethe,

205/19(Original:siluain auant  auec  ses  compaignons.);  18orl9.

C. 7r<5k:elN' g si 1"S(Accusative with  Infinitive) ct 7T<fe"Eaj di ptp.lxx. e5.H,e,.

(xxv)

D. di'U:el e9 g e9 ge. (Adverbial Object)(StE;ewthSEE) ts .

(a) ee ma

  Never  the days of her lyff she  sholde  wedde  paynem(=pagan)  nor  no  man

infidele(=heathen), 65115. YU  
i)
 

'-

 t:ISneuer his life,127/230evrbstto 6o

e  g  
'UHOWU.

 Imeneus, that god  of  weddying  is, Seigh  neuer  his lif so

mery  a  weddid  man,  II.333; many  a  wighte  hath loued thynge  he neuer

saugh  his lyue, V.8. (he) wend  neuer  to haue  come  tyme

enough,15814(Original:  a  tans (temps)). C £  17or5; Aptmon, 265119, 343/5;

Morte Darthur, 228/24; Huon,  332/8, 33410.

  that tyme,  Morte Darthur, 48/8trkat that  tyme,  ibid.49/16t: S `3L  6 i'L6o

the same  tyme.127/13, 128/8, 143/29; at  that  same  houre, 139/8; at  the tyme,

19432; Morte Darthur, 363/35. Ilbpkeserksometyme he was  putte to the  werse

by  male  fortune, and  at  somet)rnze  the wers  knyghte  putte the better

knyghte to a  rebuke,  35617,8. C: S tieK 6 in. 6  .

(b) ts?r,.E,

  Seeying that  noon  othertayse  he myghte  doo, 3al26; and  noon  otherwyse

wyll  I doo, 93n5; the best wyse  that he myght  or  coude,  he ordeyned  his

bataylles, 162/27, 171/32. LhiLliCtlW:aje lgE-)k&UC iCi)6. in like wise,

98/23; in the best wyse,  125/24, 16612.

  e  g--t-Ciother  wyseredUlo(ViUV>'(S,  other  weye,  other  weyese

'tsEo<V6o
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注

1 古期英語で は与格 は受動文の 主語 に な らな か っ た 。

2 大山俊
一

編 『カ ン タベ リー物語 ・プロ ロ ー
グ』（昭和31年）に は 、 of はparti−

tiveの o｛で some （of）little　dogsと注が あ る 。

3a 伍 end 　of　my ／abook 　of 　my 　brother’s につ い て 、 清水護編 『英文法辞典』

（倍風館）の Double　Genitiveの 項 を引用 して お く。

属格 が後 ろ に 置 か れ て い る の で 、 Post −geni七ive（後置属 格）とい う人 もい る 。

属格 に よ っ て修飾 され る語 は1　have　him 　an 　old 　raincoat 　of 　my 　brother‘s ．の

よ うに 不定冠 詞をと もな うば か りで は な く、 the　picture　of 　Turnerls　that　I

like　best．　It　was 　no 　fault　of 　the　doc七〇r
’

s ．の よ うに 定冠 詞 、 代名詞、数詞 を

伴 っ た り、 複 数形 で 示 され た りする 。 後置 され る属格は 人 に 限 られ る 。 と こ

ろで 、 abook 　of　my 　brother’

s は a 　book　of 　my 　brother’

s　booksで of はsome 　of

us の 場合 の よ うに部分 を示す（Partitive）とす る 説明は 、 広 く行 わ れ 、

一応首

肯 で き る が 、 that　long　nose 　of　Tom ’

s の よ うな場 合 は
、　 the　Ci七y　of

Rome ＝ the　City　which 　is　Rome の 場合 同様 にthat　long　nose 　which 　is　Tomls 、

す な わ ち同格 （Appositive）と解 さ ざる を得な い
。 従 っ て 、 学者 に よ っ て は 、

元来 、 部分 を示す用法で あ っ た もの が次第 に使用 範囲 を拡張 して そ の 他 の 関

係 も示す よ うに な っ た とみ る 。 そ の 他の 関係の な か に は 、 同格関係 ば か りで

は な く、 所有 関係 、 主格関係（the　slaughter 　of 　the　king’

s）な ど 、 多岐 に わた

るの で 、 of の 持つ 複雑な性格 とあい まっ て
一

元 的な説明 をする の は 困難で あ

る 。 なお 、 属格が くる か否 か に よ っ て 、 意味の 相違 を来す場合 、 a　picture　of

my 　father’s（父の 所有 して い る絵）／apicture 　of　my 　father（父の 描 V ・ た絵）と 、

aplay 　of 　Shakespeareis＝ a　play　of 　Shakespeare の よ うに 意味 の 相違を きた

さない 場合 とが ある 。
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